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JR連合結成30年を
   次代への起点に据え
       JR産業の持続的成長と
組合員・家族の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

労働界や政府、政界の代表者に加え、ＪＲ各社代表と歴代会長も祝
ほぎ

事
ごと

に掛けつけ、次なる10年、20年、30年への飛躍に向け鏡開きを行う

　

１
９
９
２
年
５
月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
連
合

が
結
成
さ
れ
、
本
年
で
30
周
年
を
迎
え

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
日
、
96
単
組
、
８

万
６
０
０
０
人
が
加
入
す
る
Ｊ
Ｒ
産
業

を
代
表
す
る
責
任
産
別
に
成
長
し
た
。

こ
の
間
の
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
を
支
え
て

頂
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。

　

１
９
８
７
年
４
月
１
日
に
「
戦
後
最

大
の
行
政
改
革
」
と
い
わ
れ
る
国
鉄
改

革
が
実
施
さ
れ
た
。
当
時
の
職
場
は
暗

く
て
荒

ん
で
お

り
、
37

兆
円
の

債
務
を

累
積
し

　

結
成
以
来
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
安
全
の
確
立
を
最
優
先
に
位
置
づ
け
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す

べ
て
の
仲
間
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
に
努
め
て
き
た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
交
通
運
輸
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
だ
。
今
、

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
連
合
と
し
て
も
協
力
・

連
携
し
た
い
。
転
換
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
重
要
な
の
は
健
全
な
労
使

関
係
だ
。
そ
の
関
係
性
の
下
、
産
業
の
持
続
的
成
長
を
通
じ
、
働
く
仲
間

の
地
位
の
向
上
と
幸
せ
の
実
現
を
果
た
し
、
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　

今
年
は
我
が
国
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
１
５
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
。
開
業
以
来
１
５
０
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
鉄
道
が
我
が
国
の
礎
で
あ
り
続
け
ら
れ
た
の
も
、
鉄
道
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
が

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
重
責
を
果
た
し
て
き
た
賜
物
だ
。

　

取
り
巻
く
環
境
は
近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
る
が
、
鉄
道
が
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
機
関
と
し
て
今
後
も
国
民
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
は
民
間
会
社
だ
が
極
め
て
公
共
性
が
高
い
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｊ
Ｒ
と
い
う
会
社
と
そ
こ
に
集
う
仲

間
は
、
こ
の
国
の
宝
だ
と
思
う
。
そ
の
Ｊ
Ｒ
が
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
未
曾
有
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
は
今
ま
で
以
上
に
労
使
関

係
を
し
っ
か
り
と
紡
い
で
欲
し
い
。
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
に
は
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
べ
く
、
横
の
連
携
を
強
化
し
て
欲
し
い
。
Ｊ
Ｒ
７
社
で
利
害

関
係
や
立
場
の
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
他
産
業
で
は
実
施
し
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
の
難
局
を
チ
ー
ム
Ｊ
Ｒ
と
し
て
労
使
で
乗
り
越
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
発
足
30
年
は
、
経
営
側
と
し
て
も
大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
当
時
を
思
い
返
す
と
、

活
力
の
あ
る
会
社
に
し
よ
う
、
健
全
な
労
使
関
係
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
国
鉄
時
代
に
戻
っ
て
は
だ
め

だ
と
い
う
強
い
思
い
が
労
使
双
方
に
あ
っ
た
。

　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
試
練
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
創
意
と
工
夫
で
自
己
を
変
革
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
、
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係
の
も
と
、
労
使
で
課
題
を
共
有
の
上
、

最
大
限
の
力
を
発
揮
し
て
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
大
会
当
日
、
二
度
と
分
裂
す
る
こ
と
の
な
い
民
主
的
な
労
働
組
合
を
作
る
と
い
う
思
い

で
臨
み
、
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
当
時
、
東
京
の
日
本
橋
で
事
務
所
を
探
し
た
が
、
界
隈
の
不
動
産

会
社
に
は
、
Ｊ
Ｒ
の
労
組
に
は
貸
せ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
の
労
組
に
対

す
る
認
識
は
今
と
は
違
っ
て
い
た
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
産
別
に
な
っ
た
と
思
っ
た
。
今
後
も
色
々
な
課
題
が

あ
り
、コ
ロ
ナ
も
大
変
だ
が
、
今
日
を
ス
タ
ー
ト
に
、こ
れ
か
ら
20
年
・
30
年
を

見
据
え
、
し
っ
か
り
と
政
策
を
つ
く
り
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　

式
典
に
は
、
ご
挨
拶
を
頂
い
た
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
連
合
・
交
運
労
協
の
加
盟
産
別
、
国
土
交
通
省
・
厚

生
労
働
省
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
、
Ｊ
Ｒ
各
社
、
友
誼
団
体
等
か
ら
90
人
を
超
え
る
ご
臨
席
と
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

て
い
た
国
鉄
が
本
当
に
黒
字
化
で
き
る

の
か
、
誰
も
が
不
安
だ
っ
た
。
労
働
組

合
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
方
々
の
追
加
採
用
な
ど
を
巡
っ
て
対

立
や
分
断
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
発
足

直
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
、
Ｊ
Ｒ
連
合

が
結
成
さ
れ
た
。

　

国
民
や
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
支
援
、

労
使
の
努
力
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
は
社
会
に

一
定
の
評
価
を
頂
け
る
成
果
を
収
め
て

き
た
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
、
高
速
道
路
網
の
整
備
な
ど
、
Ｊ
Ｒ

を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
か
つ
大
き
く

変
化
し
、
と
く
に
鉄
道
の
特
性
を
発
揮

で
き
な
い
地
方
路
線
な
ど
の
分
野
は
厳

し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

国
鉄
は
発
足
か
ら
37
年
10
ヵ
月
で
幕

を
閉
じ
た
。
Ｊ
Ｒ
は
発
足
か
ら
35
年
６
カ

月
が
経
過
し
、
あ
と
２
年
４
カ
月
で
国

鉄
時
代
と
同
じ
期
間
に
達
す
る
。
今
後

30
年
を
展
望
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
安
全
を

基
礎
に
持
続
的
に
成
長
し
、
組
合
員
が

安
心
し
て
意
欲
高
く
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
築
く
た
め
に
は
、
社
会
の
変
化

に
対
応
し
、
労
使
を
あ
げ
て
不
断
に
変

革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
を
共
に
創
る
最
も

有
用
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
、

連
合
、
交
運
労
協
の
一
翼
を
担
う
健
全

な
社
会
勢
力
と
し
て
、
存
在
感
・
影
響

力
を
高
め
、
責
任
あ
る
運
動
を
推
進
し

て
い
く
決
意
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ｒ

産
業
に
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
Ｊ
Ｒ
連

合
へ
の
総
結
集
に
全
力
を
あ
げ
る
。そ
し

て
経
営
側
に
は
、
他
産
業
と
同
様
に
、

Ｊ
Ｒ
各
社
、
グ
ル
ー
プ
間
の
連
携
を
深

め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
お
よ
び
加

盟
単
組
と
さ
ら
に
強
固
な
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
を
求
め
る
。

ご挨拶を頂いた来賓の皆さま（挨拶要旨）

荻山会長挨拶
〈要旨〉

Ｊ
Ｒ
産
業
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
た
り
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
10
月
６
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
東
京
都
）
に
お
い
て

「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
連
合
・
交
運
労
協
の
幹
部
お
よ
び
加
盟
産
別

代
表
、
国
土
交
通
省
・
厚
生
労
働
省
の
幹
部
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
幹
部
、
友
誼
団

体
の
代
表
者
等
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
単
組
の
代
表
者
ら
も
現
地
に
参
集
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
に
鑑
み
、
現
地
参
加
人
数
を
絞
っ
た
た
め
、
加
盟
単
組
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
案
内
し
、

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
総
勢
約
５
０
０
人
が
本
式
典
に
参
加
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
、
30
年
の
振
り
返
り
と
〝
次
な
る
30
年
を
見
据
え
強
く
し
な
や
か
な
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
る
〞

た
め
の
提
言
を
ム
ー
ビ
ー
に
ま
と
め
て
上
映
し
た
。
そ
の
後
、
荻
山
市
朗
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
が
主
催
者
代
表
挨

拶
を
行
い
、
続
い
て
来
賓
の
芳
野
友
子
連
合
会
長
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
榛
葉
賀
津
也
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
会
長
、
金
子
慎
Ｊ
Ｒ
東
海
代
表
取
締
役
社
長
、
明
石
洋
一
Ｊ
Ｒ
連
合
第
４
代
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
来
賓
挨
拶
に
立
ち
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
前
述
の
来
賓
に
加
え
、
そ
の
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
代
表
者
と
Ｊ
Ｒ
連
合
歴

代
会
長
も
檀
上
に
並
び
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
向
け
て
、
労
使
が
と
も
に「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」と
な
っ
て

共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
盛
大
に
鏡
開
き
を
行
っ
た
。
最
後
は
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
を
代
表
し
、
芦

原
秀
己
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委
員
長
）が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
式
典
を
締
め
括
っ
た
。

　

当
日
は
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
お
り
、
後

日
Ｊ
Ｒ
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
誌
「
て
る
み
に
」
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
10
月
６
日
、
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Ｒ
東
日
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グ
ル
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プ
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ホ
テ
ル
メ
ト
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リ
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（
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Ｒ
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催
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。
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０
０
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や
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な
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Ｒ
産
業
を
創
る
〞

た
め
の
提
言
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ム
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ビ
ー
に
ま
と
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映
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。
そ
の
後
、
荻
山
市
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Ｒ
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会
長
が
主
催
者
代
表
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友
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。

　

ま
た
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
前
述
の
来
賓
に
加
え
、
そ
の
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
代
表
者
と
Ｊ
Ｒ
連
合
歴

代
会
長
も
檀
上
に
並
び
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
向
け
て
、
労
使
が
と
も
に「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」と
な
っ
て

共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
盛
大
に
鏡
開
き
を
行
っ
た
。
最
後
は
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
を
代
表
し
、
芦

原
秀
己
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委
員
長
）が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
式
典
を
締
め
括
っ
た
。

　

当
日
は
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
お
り
、
後

日
Ｊ
Ｒ
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
誌
「
て
る
み
に
」
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
。
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交
運
労
協
は
10
月
４
日
、

「
連
携
・
協
働
・
共
創 

キ
ー

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
矜
持
を
胸

に
、
持
続
可
能
な
交
通
運
輸
・

観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
構
築
し

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

第
38
回
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。

　

総
会
に
は
来
賓
や
総
会
委
員

を
は
じ
め
総
勢
約
１
３
０
人
が

代
表
者
と
し
て
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
住
野
敏
彦
議
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
約
３
年
間
、
事

業
存
続
や
安
定
雇
用
を
訴
え
続

け
て
き
た
。
産
業
の
魅
力
向
上

を
図
る
べ
く
、
国
と
も
連
携
し

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
２

０
２
３
年
度
活
動
方
針
案
等
が

提
起
さ
れ
た
後
、
質
疑
答
弁
に

お
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て

田
中
佑
佳
総
会
委
員
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）
が
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
や
成
果
に
感
謝
の
意
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
①
長
期
化
す
る

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
、
②
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
、
③
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
、
④
交
通
運

輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お

け
る
女
性
活
躍
推
進
へ
の
支
援

に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

事
務
局
答
弁
を
経
て
す
べ
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
で
は
荻
山
副
議

長
、
慶
島
事
務
局
長
、
政
所
幹

事
が
再
任
さ
れ
た
。
最
後
に
、

住
野
議
長
が
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
定
期
総
会
を
締
め
括
っ
た
。

参
加
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
荻
山
市

朗
会
長
が
副

議
長
、
慶
島

譲
治
特
別
執

行
委
員
が
事

務
局
長
、
政

所
大
祐
事
務

局
長
が
幹
事

と
し
て
参
画

し
た
ほ
か
、

９
人
が
総
会

委
員
や
地
方

り
に
、
４
月
６
日
に
公
明
党
、

翌
７
日
に
は
国
民
民
主
党
お
よ

び
立
憲
民
主
党
へ
の
要
請
行
動

を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
５
月

19
日
に
は
山
際
大
志
郎
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
担
当
）
、
６
月
７
日
に
は

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
へ
の

要
請
を
行
っ
た
。
３
産
別
は
国

内
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
中
、

各
産
業
が
依
然
と
し
て
深
い
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
回
復
し
て
い
な
い

現
状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、持
続

大
前
提
と
し
つ
つ
、
変
化
す
る

フ
ェ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

今
春
以
降
の
３
産
別
共
同
行

動
は
、
３
月
３
日
の
連
合
・
芳

野
友
子
会
長
、
清
水
秀
行
事
務

局
長
ら
と
の
意
見
交
換
を
皮
切

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
９
月
16
日
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
お
よ
び
航
空
連

合
と
の
合
同
会
議
を
開
催
し
、

今
春
以
降
に
展
開
し
た
３
産
別

共
同
行
動
を
振
り
返
り
総
括
す

る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
防
止

と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を

的
な
支
援
の
実
施
を
要
請
し
理

解
を
求
め
て
き
た
（
詳
細
は
枠

内
参
照
）
。

　

合
同
会
議
で
は
、
今
春
以
降

の
共
同
行
動
の
成
果
と
し
て
、

水
際
対
策
の
段
階
的
な
緩
和
や

雇
用
調
整
助
成
金
特
例
措
置
の

延
長
（
一
部
縮
小
）
、
産
業
雇

用
安
定
助
成
金
制
度
の
拡
充
、

需
要
喚
起
策
と
し
て
の
「
県
民

割
」
「
全
国
旅
行
支
援
」
と
い
っ

た
政
策
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

急
速
な
需
要
回
復
へ
の
対
応
や

人
材
不
足
に
起
因
す
る
サ
ー
ビ

ス
供
給
力
の
不
足
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
へ
の
シ
フ
ト
に
伴
う
各
種

支
援
の
縮
小
・
終
了
の
可
能
性
、

ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
回
復
、
新
た

な
需
要
の
創
出
の
ほ
か
、
新
た

な
感
染
症
発
生
時
に
も
対
応
し

得
る
体
制
の
構
築
等
が
あ
げ
ら

れ
た
。
今
後
は
一
層
フ
ェ
ー
ズ

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
秋
以
降

引
き
続
き
共
同
行
動
を
行
う
べ

く
、
取
り
組
み
内
容
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

九
州
地
方
協
議
会
は
９
月

17
日
、
福
岡
市
内
に
て
総
勢
約

40
人
の
出
席
の
も
と
第
31
回
定

期
委
員
会
を
開
催
し
、
２
０
２

２
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し

た
。

　

冒
頭
、
芦
原
秀
己
議
長
（
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
中
央
執
行
委
員
長
）
は
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
、

鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
の
節
目

の
年
。
大
き
な
社
会
変
化
の
中
、

持
続
可
能
な
産
業
と
な
る
べ
く

安
全
を
不
断
に
追
求
し
、
将
来

を
見
据
え
、
組
合
員
の
不
安
を

取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
単
組
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
森
安
祐
貴

産
業
政
策
局
長
が
出
席
し
、
直

近
の
情
勢
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
よ
り
活

動
方
針
等
の
議
案
が
提
起
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
役
員
選
出
で
は
、

石
田
雅
人
常
任
委
員
が
退
任
し
、

新
た
に
赤
松
重
幸
常
任
委
員

（
貨
物
鉄
産
労
九
州
地
区
本
部

書
記
長
）を
選
出
し
た
。
最
後
に

芦
原
議
長
が
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

定
期
委
員
会
を
締
め
括
っ
た
。

《
三
役
》

議　
　

長　
　

芦
原　

秀
己

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

副 

議 

長　
　

米
村　

弘
隆

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
福
岡
）

同　
　
　
　
　

田
代　

済
人

（
貨
物
鉄
産
労
九
州
）

同　
　
　
　
　

角
当　

智
重

（
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
）

事
務
局
長　
　

木
村　

智
隆

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

　

北
海
道
地
方
協
議
会
は
10
月

15
日
、
札
幌
市
内
に
て
第
４
回

定
期
委
員
会
を
開
催
。
２
０
２

２
年
度
の
運
動
方
針
を
満
場
一

致
で
決
定
し
、
仲
間
に
寄
り
添

い
、
次
代
を

担
う
若
手
の

未
来
と
健
全

な
労
使
関
係

を
創
造
す
べ

く
取
り
組
む

決
意
を
固
め

合
っ
た
。

　

冒
頭
、
昆

弘
美
議
長（
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会

長
・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

政
策
課
題
に
つ
い
て
触
れ
、
来

春
に
控
え
た
第
20
回
統
一
地
方

選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
者
の

必
勝
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

む
決
意
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
政
所
事

務
局
長
と
鎗
光
俊
勝
労
働
政
策

局
長
が
出
席
し
、
長
期
化
し
た

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
す
る
Ｊ

Ｒ
産
業
や
増
加
す
る
離
職
者
の

現
状
を
踏
ま
え
、
３
産
別
共
同

行
動
や
産
業
政
策
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
の
う
え
、
「
組
合
員

に
活
動
を
『
見
え
る
化
』
し
、

責
任
あ
る
運
動
を
力
強
く
推
進

し
て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

お
け
る
離
職
者
の
現
状
、
北
海
道

に
お
け
る
物
流
情
勢
、
貨
物
新

幹
線
の
動
向
等
の
発
言
が
あ
り
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
全
議

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

委
員
会
後
、
鎗
光
労
働
政
策

局
長
よ
り
Ｊ
Ｒ
連
合
が
取
り
組

む
労
働
政
策
の
概
要
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
っ
た
。

《
四
役
》

議　
　

長　
　

昆　
　

弘
美

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

副 

議 

長　
　

菊
地　

克
敏

（
貨
物
鉄
産
労
北
海
道
）

事
務
局
長　
　

 

人
見　

圭
一

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

事
務
局
次
長　
　

 

吉
永　

和
史

（
貨
物
鉄
産
労
北
海
道
）

　９月23日、西九州新幹線（武雄温泉～長崎間）が開業した。武雄
温泉駅、嬉野温泉駅、新大村駅、諫早駅、長崎駅の５駅が設けられ、
意匠を凝らした駅舎は早くも街のシンボルとなっている。交流人口の
拡大、沿線の観光振興やまちづくりなど、様々な面で大きな効果が期
待されている。
■並行在来線の利便性確保や沿線地域の振興には
　　 「チーム公共交通」「チーム地域共創」の取り組みが不可欠
　開業に伴い、並行在来線区間の江北（開業に伴い肥前山口から改
称）～諫早間では、ＪＲ九州が運行と車両の保有を担い、佐賀・長崎
鉄道管理センター（佐賀県と長崎県が設立）が鉄道施設と土地を保有
する上下分離方式が導入された。加えて、江北駅では武雄温泉・博多
方面の特急列車にスムーズな乗り換えを確保するなど、同区間の利便
性に配慮したダイヤが設定された。
　併せて、新幹線開業を機に西九州エリアに投入されたＤ＆Ｓ列車
「ふたつ星4047」を活用した沿線の観光振興や地域活性化には、Ｊ
Ｒ連合が提唱する「チーム公共交通」「チーム地域共創」の取り組み
が不可欠である。
■ＪＲ連合と鉄構労が連携し、課題解決に向け政策を展開
　ＪＲ連合と鉄道運輸機構労働組合（鉄構労）は、高速鉄道・新幹線
ネットワークの構築と計画推進に係る政策提言の策定に向け共同で取
り組んできた。鉄構労の仲間が建設した新幹線をＪＲが安全に運行す
るという役割を果たすことによっ
て地域を盛り上げていくことは、
我が国の成長や地域の持続的成長
に極めて有用であると考える。中
長期的な国土のグランドデザイン
の中に高速鉄道・新幹線を描き実
現すべく、様々な課題の解決に向
け連携し、積極的に政策を展開し
ていく。

西九州新幹線（武雄温泉～長崎間）開業

沿線の観光振興やまちづくりなど
効果に期待
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交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

北海道地協第4回定期委員会

九州地協第31回定期委員会

田中総会委員

３
産
別
の
会
長
・
事
務
局
長
・

政
策
担
当
に
よ
る
打
合
せ

交運労協第38回定期総会

北
海
道
地
協
第
４
回
定
期
委
員
会

健
全
な
労
使
関
係
創
造
に
向
け
決
意
新
た
に

九
州
地
協
第
31
回
定
期
委
員
会

Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
を
見
据
え
連
携

３
産
別
共
同
行
動

フ
ェ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た

取
り
組
み
の
展
開
を

〜
サ
ー
ビ
ス
連
合
・
航
空
連
合
と
連
携
〜

①
　
「
感
染
拡
大
防
止
」
と
人
の
移
動
・
交
流
に
基
づ
く
「
社
会
・
経
済
と
の
両
立
を
図

　
る
環
境
整
備

②
　
雇
用
確
保
と
事
業
活
動
の
継
続
等
に
必
要
な
中
長
期
的
な
支
援
策
の
継
続

③
　
個
人
債
務
の
返
済
に
係
る
配
慮
や
困
窮
す
る
者
の
生
活
支
援
策
の
実
施

④
　
交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
の
需
要
回
復
・
拡
大
に
向
け
た
持
続
的
か
つ
安
定
的

　
な
支
援
策
の
実
施

⑤
　
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の
促
進
に
向
け
た
持
続
的
か
つ
積
極
的
な
政
策
の
展
開

今春以降の要請項目

交運労協第38回定期総会
キーワーカーとしての矜持を胸に
持続可能な産業の構築を目指す


